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市
で
は
、
第
四
次
基
本
計
画

（
計
画
期
間 

平
成　

年
度
〜

２５

平
成　

年
度
）
に
基
づ
く
市
の

３３

取
り
組
み
に
つ
い
て
評
価
を
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た

め
に
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
方
に

は
、
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
調
査
回
答
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
対
象　

２
月
１
日
現
在
、
市

内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
二
、

１８

〇
〇
〇
人
（
無
作
為
に
選
ば
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

▽
回
答
方
法　

３
月　

日
貍
ま

１５

で
に
記
入
済
み
の
調
査
票
を
返

信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
当
日
消
印
有
効
）。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

市
及
び
都
立
東
大
和
南
公
園

で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か

ら
３
年
が
経
過
す
る
３
月
９
日

豸
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
改
め

て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
都
立
東
大
和
南
公
園
に

て
「
東
大
和
防
災
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
４
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
二
部
構
成
で
、

第
一
部
は
市
内
一
斉
避
難
訓
練
、

第
二
部
は
会
場
内
で
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
日　

３
月
９
日
豸
（
雨
天

中
止
）

▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公
園

▽
時
間
・
内
容

�
第
一
部 

午
前
８
時　

分
〜

４５

９
時　

分
／
午
前
８
時　

分
に

３０

４５

市
内
で
一
斉
に
防
災
行
政
無
線

の
放
送
を
行
い
、
会
場
ま
で
の

避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

�
第
二
部 

午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
０
時　

分
／
防
災
に
関
す

３０

る
催
し
物
、
各
種
体
験
・
展
示

コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
報
３

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

　

投
影
機
入
替
作
業
の
た
め
、

お
休
み
中
の
郷
土
博
物
館
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
が
、
３
月　

日
貍

１５

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

し
ま
す
。

　

新
し
い
投
影
機
は
『
メ
ガ
ス

タ
ー
Ⅱ
Ｂ
』。一
千
万
個
の
星
で

星
空
を
美
し
く
表
現
し
ま
す
。

ま
た
、『
ス
テ
ラ
ド
ー
ム
』
で
全

天
に
迫
力
あ
る
デ
ジ
タ
ル
映
像

を
映
し
出
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
彩
な
表

現
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
新

し
い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、

各
種
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
申
込
制
と
な
る

次
の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
講
演
会

　

投
影
機
メ
ガ
ス
タ
ー
の
開
発

者
に
よ
る
講
演
と
デ
モ
投
影
を

行
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
貍
午
後
３

１５

時
か
ら

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
料
金　

大
人　

円
、
小
・
中

２００

学
生　

円
１００

▽
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１００

▽
講
師　

大
平
貴
之
氏
（
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
ク
リ
エ
ー
タ
ー
・

㈲
大
平
技
研
代
表
取
締
役
）

◎
演
劇
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

つ
く
り
ま
し
た
。」

　

▽
日
時　

３
月　

日
豸
午
後

１６

　

２
時
開
演

　

▽
場
所　

郷
土
博
物

　

館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

▽
料
金　

大
人　

円
、

２００

　

小
・
中
学
生　

円
１００

　

▽
定
員　
　

人
（
抽

９０

　

選
）

　

▽
公
演　

宇
宙
食
堂

　

／
公
演
終
了
後
、
大

　

平
貴
之
氏
の
ト
ー
ク

　

シ
ョ
ー
（
終
了
予
定

　

は
午
後
４
時　

分
）

１５

　

が
あ
り
ま
す
。

　

【
申
込
方
法
】

　
　

３
月
３
日
豺
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
次
の
と
お
り
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が
き

１
枚
に
つ
き
４
人
ま
で
お
申
込

み
が
で
き
ま
す
。
な
お
、 
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

�
お
問
合
せ
は
、
郷
土
博
物
館

�　

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

０４２

５６７
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交通災害共済にご加入ください  ………2面
みんなで防ごう！子どもへの虐待  ……3面
催し物・障害福祉のお知らせ  …………3面
情報マップ・歯科医師会コーナー  …4・5面

郷土博物館プラネタリウム 
3月15日（土）にリニューアルオープン 

メガスター登場 新投影機 

東
大
和
防
災
フ
ェ
ス
タ
 

2
0
1
4
〜
東
日
本
大
震
災
追
悼
行
事
〜

3
月
9
日
 （日）
 に
都
立
東
大
和
南
公
園
に
て
開
催
 

調
査
票
が
届
い
た
 

　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
へ

市
民
意
識
調
査
に

　
　
　
ご
協
力
を

男
女
共
同
参
画 

◎
男
女
共
同
参
画
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

「
男
女
で
や
ら
せ
て
も
ら
え

る
仕
事
に
違
い
が
あ
る
」、「
昇

進
・
昇
格
に
男
女
差
別
が
あ
る
」、

「
市
の
施
策
が
男
女
平
等
で
は

な
い
」
等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。 
男
女
共
同
参
画
相
談
で
は
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
苦
情

・
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

女
性
の
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
（
事
前
予
約
制
）。

◎
「
声
の
は
ー
も
に
い
」
を
貸

し
出
し
ま
す

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

２
月　

日
発
行
の
男
女
共
同
参

１５

画
情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」
第

　

号
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

３４

ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
「
声

の
は
ー
も
に
い
」
を
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
市
民
生
活
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

平
成
 26
 年
第
１
回
 

　
　
　
市
議
会
定
例
会

2
月
 25
 日
か
ら
開
会
予
定

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
の
受
付
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
通
常
の
会
議
時
間
は

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後

３０

１
時　

分
〜
５
時
で
す
（
会
議

３０

時
間
・
下
表
の
日
程
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
／
議
会

事
務
局
・
内
線
２
０
０
２
ま
で
。

振
り
込
め
詐
欺
（
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
）
の

　
　
　
　
　
　
　
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

〜
平
成
 ２５
 年
に
お
け
る
市
内
の
詐
欺
被
害
統
計
〜
 

　

振
り
込
め
詐
欺
（
母
さ
ん
助

け
て
詐
欺
）
と
は
、
電
話
等
で

相
手
を
だ
ま
し
、
金
銭
の
振
り

込
み
を
要
求
す
る
犯
罪
で
す
。

平
成　

年
の
市
内
に
お
け
る
詐

２５

欺
被
害
件
数
は
、
平
成　

年
と

２４

比
較
し
て　

件
増
加
し
ま
し
た

１０

（
左
表
参
照
）。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

　

次
の
①
②
を
参
考
に
し
て
、

改
め
て
被
害
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

①
家
族
や
親
戚
の
中
で
あ
ら
か

じ
め
「
合
言
葉
」
を
決
め
て
お

き
、
振
り
込
み
の
要
求
が
あ
っ

た
際
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

②
少
し
で
も
不
審
に
思
う
こ
と

や
心
配
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
す
る
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

交通災害のない安全なまちづくり
に取り組むことを決意し、ここに、
東大和市を交通安全都市とする
ことを宣言する。

〔東大和市交通安全   　　
　　　　　   都市宣言（抄） 〕

往信 

申
込
者
の
住
所
 

申
込
者
の
氏
名
 

（申込者の郵便番号）  

東
大
和
市
奈
良
橋
 

1
　
　
　
2
 

　
　
　
 

　
東
大
和
市
立
 

　
　
郷
土
博
物
館
 行
 

2 0 7 0 0 3 1

返信 
260

－
 

－
 

①申込タイトル 
（講演会または演劇） 　 
②参加申込者氏名 
　　（ふりがな） 
③住所 　 
④電話番号 　 
⑤チケット区分 
（大人、小・中学生） 
　 
〈はがき1枚につき4人まで 
　申込みできます〉 

内　　容会　議開　催　日
市長施政方針表明など本 会 議2月25日貂・26日貉
代表質問本 会 議2月27日貅

一般質問本 会 議2月 28日貊 ～ 3月6 日貅
（1日・2日は除く）

付託案件の審査など常 任
委 員 会

3月7日貊～11日貂
（8日・9日は除く）

平成 26年度予算審査予算特別
委 員 会

3月 12日貉～17日豺
（15日・16日は除く）

委員会審査報告など本 会 議3月19日貉

������������������������

 市内における詐欺被害件数           　（単位：件）

増減平成
24年

平成
25年内　　　容名　称

＋ 11718

家族・弁護士などを装
い、示談金が必要と称し
てお金を振り込ませる
詐欺

オレオレ
詐 欺

－ 231

不特定多数の者に対し、
郵便・メール等で身に覚
えのない料金を請求し、
お金をだましとる詐欺

架空請求
詐 欺

－１10

架空の融資話を持ちか
け、申し込んできた者に
対し、保証金等を名目に
現金を口座に振り込ま
せる詐欺

融資保証
詐 欺

022

市役所職員等を名乗り、
税金や年金などの還付
を名目にＡＴＭを操作
させてお金を振り込ま
せる詐欺

還付金等
詐 欺

＋  202

金融商品等取引名目詐
欺、ギャンブル必勝法詐
欺、異性との交際あっせ
ん詐欺　など

類似詐欺

＋ 101323合　計
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平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共

２６

済
の
お
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

わ
ず
か
な
掛
け
金
で
加
入
で
き
、

手
続
き
も
簡
単
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
掛
け
金
（
年
額
）・
見
舞
金

�
Ａ
コ
ー
ス 

一
〇
〇
〇
円
／

傷
害
の
場
合
は
３
万
〜　

万
円
、

２５

死
亡
の
場
合
は　

万
円

３００

�
Ｂ
コ
ー
ス 
　

円
／
傷
害
の

５００

場
合
は
２
万
〜　

万
円
、
死
亡

１６

の
場
合
は　

万
円

１５０

※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
会
員
死
亡
時
に
所
定
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
遺
児
に
対
し
、

交
通
遺
児
年
金
を
支
給
。

▽
受
付
場
所　

市
内
の
各
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）、信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協

同
組
合
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

▽
出
張
受
付　

３
月
１
日
貍
は

伊
勢
丹
立
川
店
２
階
入
口
横
、

３
月
８
日
貍
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル

む
さ
し
村
山
３
階
イ
オ
ン
前
で

午
前　

時
〜
午
後
４
時
に
実
施
。

１０

◎
自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

自
転
車
は
、
私
た
ち
の
日
常

に
欠
か
せ
な
い
乗
り
物
で
す
が
、

少
し
の
油
断
や
不
注
意
に
よ
り

凶
器
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
が
関
係
す
る
死
傷
事

故
の
中
に
は
自
転
車
利
用
者
が

数
千
万
円
も
の
高
額
な
賠
償
を

負
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す

か　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
は
、
取
り
扱

い
が
あ
る
自
転
車
安
全
整
備
店

で
点
検
・
整
備
を
受
け
、
安
全

と
認
め
ら
れ
た
自
転
車
に
貼
ら

れ
る
マ
ー
ク
で
す
。
１
年
間
の

賠
償
責
任
保
険
と
障
害
保
険
が

付
き
、
毎
年
点
検
・
整
備
を
受

け
る
こ
と
で
継
続
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
こ
の
マ
ー
ク
の

看
板
が
あ
る
自
転
車
安
全
整
備

店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
３
ま
で
。

　

市
・
都
民
税
の
申
告
、
所
得

税
の
確
定
申
告
は
、
受
付
開
始

か
ら
数
日
間
と
申
告
期
限
間
近

は
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
の
土

曜
開
庁
時
は
、
受
付
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
市
・
都
民
税
の
申
告
】

　

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
確
定
申
告
】

▽
受
付
時
間
・
場
所　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
相
談
は
午
前

８
時　

分
か
ら
）
／
立
川
税
務

３０

署
（
立
川
市
緑
町
４
―
２
。
税

務
署
移
転
に
伴
い
立
川
地
方
合

同
庁
舎
に
変
更
し
ま
し
た
。
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
）

※
記
入
済
み
の
所
得
税
確
定
申

告
書
は
、
申
告
期
間
中
に
限
り

市
役
所
で
仮
受
付
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
は
、
立
川
税
務

署
、課
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
役
所
で
の
配
布
部
数

は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
確
定
申
告
の
休
日
受
付

▽
受
付
日
時
・
場
所　

２
月　
２３

日
豸
・
３
月
２
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
／
立
川
税
務
署

【
申
告
書
の
郵
送
受
付
】

▽
市
・
都
民
税　

申
告
書
（
必

ず
連
絡
先
を
記
入
）
と
必
要
書

類
を
同
封
し
、
〒　
　

東
大
和

２０７-
８５８５

市
役
所
課
税
課
市
民
税
係
へ
郵

送
（
受
付
書
等
の
返
却
を
希
望

す
る
方
は
宛
名
を
記
入
し
切
手

を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
所
得
税　

申
告
書
は
郵
便
ま

た
は
信
書
便
で
提
出
で
き
ま
す
。

申
告
書
と
必
要
書
類
を
同
封
し
、

〒　
　

立
川
市
緑
町
４
―
２　

１９０-
８５６５

立
川
地
方
合
同
庁
舎　

立
川
税

務
署
へ
送
付
〔
収
受
日
付
印
の

あ
る
確
定
申
告
書
の
控
え
が
必

要
な
場
合
は
複
写
に
よ
り
作
成

（
複
写
で
な
い
も
の
は
ボ
ー
ル

ペ
ン
等
で
記
載
）
し
た
申
告
書

の
控
え
及
び
宛
名
を
記
入
し
切

手
を
添
付
し
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
〕
し
て
く
だ
さ
い
。

�
市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
課
税
課
・
内

線
１
０
５
２
ま
で
。
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
合

せ
は
立
川
税
務
署
�　

―　

―

０４２

５２３

１
１
８
１
へ
。

■
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

譲
渡
や
廃
棄
を
し
た
時
は
、

早
め
に
変
更
・
廃
車
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ

イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
盗
ま
れ

て
廃
車
す
る
場
合
は
、
必
ず
警

察
に
届
出
を
済
ま
せ
て
か
ら
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続

き
の
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

市
・
都
民
税
、
 

　
　
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

申
告
の
受
付
期
間
は
、
2
月
 17
 日
 （月）
 〜
 

　
3
月
 17
 日
 （月）
 （
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
で
す

○
原
動
機
付
自
転
車
（　

㏄
以

１２５

下
）・
ミ
ニ
カ
ー
・
小
型
特
殊
自

動
車
は
、
課
税
課
（
市
役
所
１

階
）・
内
線
１
０
５
１
ま
で
。

○
軽
四
輪
車
・
軽
三
輪
車
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管

事
務
所
多
摩
支
所
�　

―　

―

０４２

３５８

１
４
１
１
へ
。

○
軽
二
輪
（　

㏄
超　

㏄
以

１２５

２５０

下
）・
二
輪
の
小
型
自
動
車
（　
２５０

㏄
超
）
は
、
東
京
運
輸
支
局
多

摩
事
務
所
�　

―
５
５
４
０
―

０５０

２
０
３
３
へ
。

■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平

２５

成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

２６

ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
固

２６

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
屋
に
は
、
市

の
職
員
が
お
伺
い
し
、
家
屋
の

床
面
積
や
内
部
・
外
部
の
使
用

資
材
・
仕
上
げ
な
ど
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
家
屋
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
日
程
や
時
間
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

交通災害共済 

ちょこっと共済 

みんなで一緒に。 
ちょこっとサイズの 
たしかな安心。 

交通災害共済 

ちょこっと共済 

　

市
で
は
、
家
庭
廃
棄
物
有
料

化
及
び
戸
別
収
集
に
つ
い
て
、

１
月　

日
〜　

日
に
か
け
て
、

２１

３０

市
内
の
８
会
場
で
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
各
地
域
で
説
明
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
は
、
団
体
単
位
（
自
治

会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
多
数
の
お
申
込
み
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
希
望
日
は
複
数

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

会
場
の
確
保
も
併
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

▽
申
込
み　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　▲ TSマーク

市・都民税の申告 

期間　2月 17日（月）～ 3月 17日（月）
　　 （土・日曜日は除く）
時間　午前 9 時～午後 4 時 30分
場所　市役所会議棟第１会議室　
※前年に市・都民税の申告書のみを提出した方等に
　「市・都民税申告書」を 2  月上旬に郵送しました。
　その他、申告が必要な方には、課税課（市役所1
　階）、市民センターで申告用紙を配布しています。
※所得税の確定申告をする方 、 勤務先から市役所に
　給与支払報告書の提出がある方は、申告は不要
　です。

 　 申告の出張受付　
期日　2月 25日（火）・26日（水）
時間
　午前 9 時～ 11時 30分（受付は午前 11時まで）
　午後 １ 時～  4 時（受付は午後 3時 30分まで）
場所　清原市民センター

　
申告の休日受付　

期日　 2 月 23日（日）
時間　午前 9 時～午後 4 時 30分
場所　市役所会議棟第 1 会議室

家庭廃棄物 

 有料化・戸別収集 
個別の説明会開催を 

 希望する方は団体単位で 

        お申し込みください 

平成26年10月1日から 
　　 家庭廃棄物の有料化と戸別収集が始まります 

可燃ごみ・不燃ごみ・容器包装プラスチックの有料化 

戸別収集の開始 

収集回数の変更 

排出方法等の変更 

試行期間〔平成26年8月～9月末（予定）〕 

その他 

指定収集袋（有料袋）での排出になります。 
※おむつ・枝木・落葉・雑草については、無料で収集します。 

対　　象：戸建住宅（道路・歩道上以外で専用の集積所を設置している 
　　　　　場所は除く） 
収集場所：玄関や車庫等、道路に面した敷地内 

（1）資源物（かん・びん・ペットボトル）　月 2 回 
（2）容器包装プラスチック　　　　　　　　週 1 回 

（1）指定収集袋（有料袋）の販売は、平成26年9月からを予定しています。 
（2）分別ガイド・収集カレンダーは、別途、戸別配布します。 

上記について、試行期間を設けます。可燃ごみ・不燃ごみ・容器包装プラ 
スチックは、透明または半透明の袋で排出してください。 

（1）不燃ごみ　　　第 3 週へ変更になります。 
（2）ペットボトル　透明または半透明の袋による収集へ変更 
　　　　　　　　　　します。 
（3）有害ごみ等　　スプレー缶の排出日と乾電池等の排出日を分けます。 

※資源物（かん・びん・ペットボトル・紙類・布類）の排出場所は、現在の排出場 
　所を引き続き使用しますので、変更ありません。 

指　定 
収集袋 



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代）
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

2 0 1 4 ・ 2 ・ 1 5�

【
子
育
て
を
し
て
い
る
方
へ
】

　

イ
ラ
イ
ラ
し
て
感
情
的
に
叱

っ
た
り
、
叩
い
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
虐

待
を
し
て
し
ま
う
の
で
は
…
」

「
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
っ
て

虐
待
で
は
…
」
と
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。

　

子
育
て
の
不
安
か
ら
虐
待
が

始
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
様

々
な
ス
ト
レ
ス
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
気
持
ち
が
追
い
つ
め
ら

れ
る
、
そ
れ
は
決
し
て
特
別
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人

で
悩
ま
な
い
で
誰
か
に
打
ち
明

け
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
周
り
に
は
、
相
談
に
乗

っ
て
手
助
け
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
】

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
発
見
し

た
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
思

っ
た
ら
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。全
て
の
人
に
通
告
（
通
報
）

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
情
報
で
子
ど
も
が
守

ら
れ
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
通
告
者
の
個
人
情
報
は

守
ら
れ
ま
す
。

▽
相
談
・
通
告
先

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
�　

―　

―
３

０４２

５６５

６
５
１

�
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所
�

　

―　

―
３
７
１
１

０４２

４６７

�
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
�
０
５
７
０
―　

―　
０６４

０００

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

　

東
京
都
に
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ

ら
っ
と
」
事
業
開
始
届
を
提
出

す
る
と
、
確
認
後
に
適
合
証
が

交
付
さ
れ
「
と
う
き
ょ
う
子
育

て
ス
イ
ッ
チ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://k
osod

atesw
itch
.j

p
/

）
に
所
在
地
等
が
公
表
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
２
か

所
の
民
間
事
業
施
設
に
「
赤
ち

ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」

の
設
置
・
登
録
を
希
望
す
る
事

業
者
等
の
方
は
、
設
置
基
準
等

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
設
置
基
準
は
「
と
う
き
ょ
う

子
育
て
ス
イ
ッ
チ
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

子どもへの虐待 子どもへの虐待 
みんなで防ごう！ 

約
で
き
ま
す
。

※
４
月
１
日
貂
の
利
用
予
約
は
、

３
月
１
日
貍
午
前
９
時
か
ら
行

い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
平
成　
２６

年
度
の
利
用
申
請
書
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

▽
対
象　

１
歳
以
上
で
集
団
保

育
が
可
能
な
未
就
学
児

▽
申
請
受
付　

２
月　

日
豺
午

１７

前
９
時
か
ら

▽
保
育
日　

月
〜
土
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
等
は
除
く
）

▽
保
育
時
間
・
利
用
料

�
１
日
利
用
（
８
時
間
） 

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
／
二
、
四

〇
〇
円

�
半
日
利
用
（
４
時
間
） 

午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
１

時
〜
５
時
／
一
、
二
〇
〇
円

▽
定
員　
　

人
１０

▽
利
用
限
度　

週
３
回

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
乳

幼
児
医
療
証

▽
予
約
方
法　

利
用
申
請
書
を

提
出
し
た
後
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
１
か
月

先
ま
で
の
空
い
て
い
る
日
を
予

「
か
る
が
も
」
一
時
保
育
室
の
 

　
　
　
　
新
年
度
利
用
申
請
の
ご
案
内
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
か
る
が
も
 

　

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」

は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た

方
が
安
心
し
て
外
出
を
楽
し
め

る
た
め
の
、
お
む
つ
替
え
や
授

乳
な
ど
が
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
の

愛
称
で
す
。
東
京
都
で
は
、
小

さ
な
子
ど
も
を
連
れ
て
出
か
け

る
身
近
な
施
設
へ
の
設
置
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

◎
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
 

「
赤
ち
ゃ
ん
・
 

　
　
 

ふ
ら
っ
と
」

 
 

登
録
の
お
願
い

■
障
害
者
虐
待
防
止
研
修
会

「
障
害
者
支
援
の
場
面
に
お
け

る
虐
待
防
止
の
た
め
の
対
応
〜

実
践
編
〜
」

　

障
害
者
虐
待
を
な
く
す
た
め

に
は
、
障
害
者
の
支
援
に
携
わ

る
人
や
介
護
を
し
て
い
る
人
が

適
切
な
権
利
擁
護
の
意
識
を
持

つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
障
害
者
虐
待
に
携

わ
っ
て
い
る
弁
護
士
に
障
害
者

支
援
の
場
面
に
お
け
る
虐
待
防

止
の
た
め
の
具
体
的
対
応
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
職
員
及
び
市
民

▽
日
時　

３
月　

日
貅
午
後
２

２０

時
〜
４
時

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
１

・
２
会
議
室

▽
講
師　

川
島
志
保
氏
（
日
本

弁
護
士
連
合
会
高
齢
者
・
障
害

者
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
委

員
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方
は
、

３
月
７
日
貊
ま
で
に
障
害
福
祉

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

■
平
成　

年
度
手
話
通
訳
者
登

２５

録
認
定
審
査

　

東
大
和
市
手
話
通
訳
者
等
派

遣
事
業
に
お
け
る
市
登
録
手
話

通
訳
者
と
し
て
の
活
動
を
希
望

す
る
方
は
、
登
録
認
定
審
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

登
録
認
定
審
査
の
受

験
経
験
者
、
手
話
講
習
会
（
上

級
）
の
修
了
者
、
市
外
か
ら
の

転
入
者
で
手
話
通
訳
の
技
術
を

有
す
る
方
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る　

歳
以
上
の
方
（
高
等
学

１８

校
生
徒
は
除
く
）

▽
日
時　

３
月
９
日
豸
午
前
９

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
審
査
内
容　

一
般
常
識
問
題
、

聞
き
取
り
手
話
表
現
、
読
み
取

り
口
頭
通
訳

▽
費
用　

無
料

▽
認
定
審
査
合
格
者
の
登
録　

審
査
に
合
格
し
た
方
は
、
市
登

録
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
登
録
手

話
通
訳
者
と
し
て
従
事
し
た
際

は
、
市
が
定
め
た
額
の
謝
礼
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

３
月
４
日
貂
ま
で

に
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

・
内
線
１
１
２
３
へ
。

障
害
福
祉 

■
な
ん
が
い
児
童
館
「
科
学
を

楽
し
も
う
（
カ
リ
ン
バ
）」　
　

　

カ
リ
ン
バ
は
、親
指
ピ
ア
ノ
、

ハ
ン
ド
オ
ル
ゴ
ー
ル
と
も
呼
ば

れ
る
ア
フ
リ
カ
民
族
楽
器
で
す
。

▽
日
時　

３
月
１
日
貍
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

な
ん
が
い
児
童
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
申
込
み　

な
ん
が
い
児
童
館

�　

―　

―
２
４
４
１
ま
で
。

０４２

５６７

◎
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
冬
ま
つ
り

【
全
国
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
】

　

本
場
喜
多
方
に
加
え
、
全
国

の
絶
品
ラ
ー
メ
ン
６
店
舗
が
集

結
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
午
前　

２２

１０

時
〜
午
後
８
時
・　

日
豸
午
前

２３

９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー
特
設
テ
ン
ト

▽
料
金　

１
杯　

円
（
チ
ケ
ッ

６００

ト
制
）

【
喜
多
方
の
四
季
祭
】

　

地
域
が
誇
る
伝
統
芸
能
を
一

堂
に
集
め
た
魅
力
的
な
公
演
で

す
。

▽
日
時　

２
月　

日
豸
午
後
１

２３

時　

分
か
ら（
午
後
１
時
開
場
）

３０
▽
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▽
料
金　

前
売
り　

円
、
当
日

５００

　

円
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）

６００▽
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
・
問
合
せ

・
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報　

喜
多
方
観
光
協
会
�
０
２
４
１

―　

―
５
２
０
０
ま
た
は
喜
多

２４
方
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.k
itak
ata-k

a

n
k
o.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

喜
多
方
市
へ 

　
　
出
か
け
よ
う 

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

■
第　

回
南
街
公
民
館
ま
つ
り

３１

「
お
〜
い
！
み
ん
な
お
い
で　

南

街
公
民
館
ま
つ
り
」　
　
　
　

　

南
街
公
民
館
で
は
、
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
活

動
成
果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
典
時
の
手
話
通
訳

を
ご
希
望
の
方
は
２
月　

日
貉

２６

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
３
月
８
日
貍
】

開
会
式　

午
前　

時
〜　

時　

１０

１０

３０

分
／
展
示　

午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
／
発
表　

午
前　

時　

分

１０

３０

〜
午
後
４
時
／
特
別
イ
ベ
ン
ト

午
前　

時　

分
〜　

時
（
市
立

１０

３０

１１

第
二
小
学
校
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
）

【
３
月
９
日
豸
】

展
示　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

分
／
発
表　

午
前　

時
〜
午

３０

１０

後
３
時
／
特
別
イ
ベ
ン
ト　

午

前　

時
〜　

時　

分
（
市
立
第

１０

１０

３０

二
中
学
校
吹
奏
楽
部
）
／
他
館

交
流　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

〔
人
形
劇
団　
 
雁 
（
狭
山
公
民

か
り

館
利
用
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
人

形
劇
〕
／
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
う

ど
ん
・
そ
ば
の
会
に
よ
る
う
ど

ん
作
り
」　

午
前　

時
〜
正
午

１０

（
定
員　

人
。
事
前
申
込
制
。

２０

参
加
費　

円
。
見
学
可
）
／
閉

３００

会
式
・
ビ
ン
ゴ
大
会　

午
後
３

時
〜
３
時　

分
３０

【
８
日
貍
・
９
日
豸
の
両
日
】

模
擬
店　

午
前　

時　

分
〜
売

１０

３０

り
切
れ
次
第
終
了
。
チ
ケ
ッ
ト

（
お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
、
お
し

る
こ
）
は
、
当
日
販
売
。
ほ
か

に
鉢
花
販
売
、
福
祉
作
業
所
の

出
店
も
あ
り
ま
す
／
お
も
ち
ゃ

修
理
（
東
大
和
ト
イ
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
展
示
時
間
内
に
壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
部
品
代
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車

で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

南
街
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
７
１
ま
で
。

５６４
■
第　

回
人
形
村
の
な
か
ま
た

２３

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
人
形

劇
サ
ー
ク
ル
の
公
演
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
夢
い
っ
ぱ
い
の
素

敵
な
お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
午
後
１

２２

時　

分
〜
３
時　

分
（
予
定
。

３０

１５

１
時　

分
開
場
）

１５

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２００

▽
出
演
団
体
・
演
目　

あ
り
ん

こ
「
な
ん
か
変
だ
な
�
」、
み
っ

く
す
じ
ゅ
ー
す
「
こ
び
と
の
く

つ
や
」、
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん

「
ね
こ
く
ん
の
ふ
し
ぎ
な
夜
」

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

■
狭
山
子
ど
も
体
験
教
室
「
割

れ
に
く
い
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
つ
く

ろ
う
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

せ
っ
け
ん
液
に
洗
た
く
の
り

と
砂
糖
を
加
え
て
、
割
れ
に
く

い
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
り
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生
（
親
子
で
参

加
で
き
ま
す
）

▽
日
時　

３
月　

日
貍
午
前
９

１５

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
指
導
者　

狭
山
ガ
リ
レ
オ
ク

ラ
ブ
の
方
々

▽
申
込
み　

狭
山
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
０
０
ま
で
（
日
・

５６５
月
曜
日
は
除
く
）。

■
親
子
講
座

「
親
子
で
た

の
し
も
う
！

０
・
１
・
２
」

　

地
域
に
住

む
親
子
同
士

で
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
楽

し
く
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

満
６
か
月
〜
２
歳
６

か
月
前
後
の
乳
幼
児
親
子

▽
日
時　

３
月　

日
貂
午
前　

１８

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

１５

▽
内
容　

フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
る

簡
単
料
理

▽
講
師　

松
枝
千
種
氏
（
保
育

士
・
栄
養
士
）

▽
費
用　
　

円
（
材
料
費
）

６００

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、ふ
き
ん
３
枚
、お
て
ふ
き
、

食
器
セ
ッ
ト
（
親
子
分
）、
お
米

一
合
、
飲
み
物

▽
申
込
方
法　

狭
山
公
民
館
窓

口
に
費
用
を
持
参
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

狭
山
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
０
０
ま
で
（
日
・

５６５
月
曜
日
は
除
く
）。

催
　
し
　
物 

東大和市役所庁舎内の落とし物 市役所庁舎内の落とし物をお預かりしています。一定期間（3か月間）を過ぎた物は処分させていただきます。
お心当たりのある方は、お早めにご連絡ください／問合せ　総務管財課・内線 1311 まで
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�

ワ
ク
チ
ン 

生
後
３
か
月
以
上

７
歳
６
か
月
未
満
／
４
回

※
平
成　

年
７
月　

日
以
前
に

２４

３１

生
ま
れ
た
方
は
、３
種
混
合（
ジ

フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
）
ワ
ク
チ
ン
及
び
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン

�
Ｂ
Ｃ
Ｇ 

生
後
５
か
月
以
上

　

か
月
未
満
／
１
回

１２�
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
１
期 

生
後　

か
月
以
上

１２

　

か
月
未
満
／
１
回

２４�
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
）
２
期 

平
成　

年
４
月
２

１９

日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま

２０

れ
／
１
回

※
接
種
期
限
は
平
成　

年
３
月

２６

　

日
３１�

日
本
脳
炎
１
期 

３
歳
以
上

７
歳
６
か
月
未
満
、
ま
た
は
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
１９

４
月
１
日
生
ま
れ
／
３
回

�
日
本
脳
炎
２
期 

１
期
を
終

了
し
た
９
歳
以
上
／
１
回

�
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
ワ
ク
チ
ン 
　

歳
以

１１

上　

歳
未
満
／
１
回

１３
▽
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
と

な
っ
て
い
る
予
防
接
種

�
子
宮 
頸 
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

け
い

 

中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
の
女
性

▽
東
大
和
市
に
転
入
し
た
方
へ

前
住
所
地
で
発
行
し
た
予
防
接

種
の
予
診
票
は
、
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
東
大
和
市

で
発
行
し
た
予
診
票
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
予
防
接
種

の
予
診
票
を
発
行
す
る
に
は
、

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
す
る
た

め
、
窓
口
で
手
続
き
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
転
入
の
ほ
か
、

紛
失
等
で
東
大
和
市
の
予
診
票

を
持
っ
て
い
な
い
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
予

防
接
種
に
関
す
る
相
談
、
問
合

せ
は
、
お
気
軽
に
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
両
親
学
級

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
・

内
容　

左
表
の
と
お
り
／
午
前

は
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
は

３０

１
時　

分
〜
４
時
／
市
立
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
／　

組
（
事
前
申
込

２０

制
。
第
１
子
目
の
方
を
優
先
し

ま
す
。定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

５
月
の
教
室
に
な
り
ま
す
）
／

調
理
実
習
終
了
後
、
第
４
・
５

回
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
い
ま
す
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
２
月　

日
貉
午
後
１

２６

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。
２

２０

月　

日
豺
か
ら
受
付
を
開
始
し

１７
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

　

受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
〜
３

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

　

日
本
医
師
会
、
日
本
小
児
科

医
会
、
厚
生
労
働
省
の
主
催
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
で
防

ぐ
こ
と
の
で
き
る
感
染
症
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
は
、
免
疫
力
を
つ

け
て
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く

し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぐ
目
的

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
、
予
防
接
種
に

よ
っ
て
免
疫
を
持
ち
、
感
染
症

に
か
か
る
心
配
の
あ
る
人
が
減

る
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
守
る

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
治
療

の
た
め
に
、
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
な
い
人
を
感
染
症
か
ら
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
定
期

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
（
月
齢
）

と
接
種
回
数

�
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン 

生
後
２
か
月

以
上
５
歳
未
満
／
４
回

�
４
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
ポ
リ
オ
・
破
傷
風
）

す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作

り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の

み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ

っ
こ
ひ
も

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
２
月

　

日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

時

２７

３０

１１

／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育

て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
作

業
療
法
士
に
よ
る
遊
び
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談
会
〜
双
子
ち
ゃ
ん

集
ま
れ
！

　

双
子
及
び
三
つ
子
と
そ
の
家

族
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
２
月

　

日
豺
午
前
９
時　

分
〜　

時

２４

３０

１１

／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育

て
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
／
母
子
健
康
手
帳
／
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
３
月
５

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
／
事
前

１０

予
約
制
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
日
本
初
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

開
催
地
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制

作 
進
捗 
状
況

し
ん
ち
ょ
く

　

市
で
は
、
日
本
初
女
子
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
開
催
地
記
念
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
作
業
過
程
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
水
粘
土
で
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
原
型
を
作
っ
て

い
る
様
子
で
す
。
像
の
表
面
に

水
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
繊
細
な

装
飾
を
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

よ
り
大
き
な
画
像
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

／
社
会
教
育
課
・
内
線
１
５
５

４
ま
で
。

■
市
民
会
館
（
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー

ル
）
の
指
定
管
理
者
が
変
わ
り

ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
市
民
会
館
（
ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
）を
管
理
・
運
営

す
る
指
定
管
理
者
が
Ｊ
Ｎ
Ｓ
共

同
事
業
体
に
変
わ
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
３
月　

日
貍
〜　

２９

３１

日
豺
は
、
事
務
引
き
継
ぎ
の
た

め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ま
た
、

４
月
１
日
貂
か
ら
は
、
次
の
内

容
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

�
受
付
時
間 

１
時
間　

分
延

３０

長
し
、
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

分
に
な
り
ま
す
。

３０�
休
館
日
の
受
付 

月
曜
日
等

の
休
館
日
に
お
け
る
申
請
等
受

付
や
問
合
せ
は
行
わ
な
い
た
め
、

完
全
休
館
と
な
り
ま
す
。

�
施
設
利
用
の
打
合
せ 

４
月

以
降
の
施
設
利
用
者
の
舞
台
打

合
せ
は
、
概
ね
１
か
月
前
か
ら

次
期
指
定
管
理
者
の
立
ち
会
い

を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
健
康
友
の

会
「
七
草
会
」）
／
２
月　

日
午

２５

後
２
時
〜
３
時　

分
／
清
水
集

３０

会
所
／
血
圧
、
骨
密
度
、
体
脂

肪
、
血
管
年
齢
、
脳
い
き
い
き

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
／
■講
 

ひ
ま
わ
り

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
／
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
／
■問
 

浜
口　

―　

―
９
７
７

０４２

５６２

７□
公
開
医
学
講
座
「
間
質
性
肺

炎
〜
原
因
と
治
療
に
つ
い
て
〜
」

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／
３
月
１
日
午
後
３
時
〜
４
時

／
東
大
和
病
院
／
■講
 

並
木
義
夫

／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
／
■問
 

東
大
和
病
院　

―
０４２

　

―
８
３
０
７

５６７□
ペ
ン
習
字
会
員
募
集
（
虹
ノ

会
）
／
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

午
前　

時
〜
正
午
／
清
原
市
民

１０

セ
ン
タ
ー
／
■入
 

三
千
円
／
■月
 

二

千
円
／
■問
 

原
紺　

―　

―
４
４

０４２

５６１

８
０

□
水
道
使
用
の
開
始
・
中
止
な

ど
の
お
問
合
せ
は
水
道
局
多
摩

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
／
引
越
し
・
契
約
の

変
更
は
�
０
５
７
０
―　

―　
０９１

１００

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は　
０４２

―　

―
５
１
０
０
。
料
金
・
漏

５４８
水
修
繕
な
ど
は
�
０
５
７
０
―

　

―　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま

０９１

１０１

た
は　

―　

―
５
１
１
０
／
受

０４２

５４８

付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
８
時
（
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
／
漏
水
事
故
な
ど
緊
急
の

場
合
は
、
全
日　

時
間
対
応
し

２４

て
い
ま
す
。

□
自
衛
官
募
集
①
自
衛
隊
幹
部

候
補
生（
一
般
）②
自
衛
隊
幹
部

候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
）③
予
備

自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）／
応

募
資
格　

①
大
卒
程
度
試
験
は

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
大
学
卒

２２

２６

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

（　

歳
未
満
は
大
学
卒
業
見
込

２２
み
を
含
む
）、院
卒
者
試
験
は　
２０

歳
以
上　

歳
未
満
で
修
士
課
程

２８

修
了
者
な
ど
②
歯
科
は　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
、
薬
剤
は　

歳
以

３０

２０

上　

歳
未
満
で
、
大
学
に
お
い

２８
て
正
規
の
歯
学
・
薬
学
の
課
程

を
修
め
て
卒
業
し
た
方
（
以
上

の
年
齢
は
平
成　

年
４
月
１
日

２７

現
在
）
③
一
般
は　

歳
以
上　

１８

３４

歳
未
満
の
方
、
技
能
は　

歳
以

１８

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ　
５３

歳
〜　

歳
未
満
の
方
（
平
成　

５５

２６

年
７
月
１
日
現
在
）
／
受
付
期

限　

①
②
４
月　

日
③
４
月
２

２５

日
／
試
験
日　

①
②
５
月　

日
１０

③
４
月　

日
〜　

日
の
う
ち
１

１１

１５

日
／
■問
 

防
衛
省
国
分
寺
募
集
案

内
所　

―　

―
１
０
１
０

０４２

３２４

□
医
療
電
話
相
談
「
医
療
と
福

祉　

番
」
／
外
出
し
て
相
談
す

１１０
る
こ
と
が
困
難
な
方
、
医
療
に

関
す
る
問
題
や
福
祉
に
つ
い
て

の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
な
ど
を

対
象
に
、
医
療
の
現
場
で
働
く

福
祉
の
専
門
職
「
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
が
電
話
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
東
京
都
の

委
託
事
業
で
す
／
２
月　

日
〜

１７

　

日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
／

２２

１０

相
談
専
用
番
号　
　

―
６
９
０

０３

７
―
１
７
８
１
ま
た
は　

―
６

０３

９
０
７
―
１
７
８
２
／
■問
 

東
京

都
医
療
社
会
事
業
協
会　

―
５

０３

９
４
４
―
８
９
１
２

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

■
自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展

　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に

て
、
自
殺
予
防
の
た
め
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

３
月　

日
貉
〜　

日

１２

２８

貊
の
開
庁
時
間
内

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
自
殺
防
止
図
書
展

　

図
書
館
で
は
、
自
殺
予
防
や

心
が
安
ら
ぐ
資
料
を
展
示
・
貸

し
出
し
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

２
月　

日
貊
〜
３
月

２８

　

日
貉
の
開
館
時
間
内

１９▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
、
桜
が
丘
図

５６４
書
館
�　

―　

―
２
２
３
１
、

０４２

５６７

清
原
図
書
館
�　

―　

―
２
９

０４２

５６４

４
４
ま
で
。

■
自
殺
防
止
！
東
京
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

　

東
京
都
で
は
、
自
殺
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
、
特
別
相
談

や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
自
殺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
〜
こ
こ

ろ
と
い
の
ち
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
】

▽
期
間　

３
月　

日
豺
〜　

日

１０

１４

貊※
５
日
間
共
に
、　

時
間
相
談

２４

を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―
０

８
７
４
７
８

▽
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保
健

局
保
健
政
策
課
�　

―
５
３
２

０３

０
―
４
３
１
０
ヘ
。

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
！
 

　
　
　
　
　
　

体
と
心
の
限
界
サ
イ
ン
 

3
月
は
東
京
都
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
 

��������������������������������������������

開　催　日
午後産科医師の話 3 月 6 日貅第 1 回
午後妊娠中の歯の話 3 月10日豺第 2 回

午前妊娠中の栄養の話
と調理実習 3 月13日貅第 3 回

午前妊婦体操と呼吸法 3 月20日貅第 4 回 午後
午前もく浴の実習 3 月29日貍第 5 回 午後
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
臨
時

収
納
窓
口
及
び
土
曜
開
庁
窓
口

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
今
月
の
休
日
臨
時
収
納
窓
口

２
月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

２３

３０

正
午

▽
土
曜
開
庁
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝

３０

日
は
除
く
）

※
休
日
臨
時
収
納
窓
口
・
土
曜

開
庁
窓
口
に
お
け
る
納
税
相
談

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
、申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
納
税

課
（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　2月28日（金） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税　　　　　　　  随時期 
・固定資産税・都市計画税　　第4期  
・国民健康保険税　　　　　　第8期  
・介護保険料　　　　　　　　第8期 

・後期高齢者医療保険料　　　第8期 

〈
一
般
書
〉

�
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
は
日

本
で
何
を
見
た
か

           
長
島
要
一 
著

�
和
牛
肉
の
輸
出
は
な
ぜ
増

え
な
い
の
か   
横
田
哲
治 
著

�
ソ
ロ
ー
日
記　

春

　

ソ
ロ
ー
’
ヘ
ン
リ
ー
・　
 

       
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド 
著

�
毎
日
使
え
る
薬
膳
＆
漢
方

の
食
材
事
典   
阪
口
珠
未 
著

�
い
の
ち
を
選
ぶ
社
会

　
　
　
　
　
 
坂
井
律
子 
著

�
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー

細
貝
淳
一 
著

〈
児
童
書
〉

�
鬼
ま
つ
り
の
夜

           
富
安
陽
子 
作

�
た
べ
も
の
く
ら
べ
っ
こ
え

ほ
ん　
　
　
   
高
岡
昌
江 
文

�
よ
る
の
と
し
ょ
か
ん

     
コ
ハ
ラ
’
カ
ズ
ノ 
作

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

[  

■
都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
区
分　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
単

身
者
向
（
東
京
街
道
） 

１
戸
／

応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条
件

に
該
当
す
る
こ
と
①
原
則
と
し

て
親
族
と
同
居
し
て
い
な
い　
６５

歳
以
上
の
単
身
者
②
市
内
に
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
③

所
得
が
東
京
都
の
定
め
る
基
準

内
で
あ
る
こ
と
④
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
⑤
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
／
申
込
書
の
配
布　

２

月　

日
豺
〜　

日
貉
の
間
、
市

１７

２６

民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
。
土
・

日
曜
日
は
除
く
）、市
民
セ
ン
タ

ー
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）
で
配

布
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
／
申
込
方
法　

申
込
用
紙
の

配
布
期
間
中
に
市
民
生
活
課
へ

提
出
・
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
２

月　

日
貉
消
印
有
効
）
／
市
民

２６
生
活
課
・
内
線
１
７
１
２
ま
で
。

■
失
業
等
に
よ
り
住
宅
に
お
困

り
の
方
へ
〜
住
宅
支
援
給
付
事

業
　

離
職
等
に
よ
り
住
居
に
お
困

り
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、
住

宅
支
援
給
付
と
し
て
家
賃
補
助

を
行
い
ま
す
。

主
な
支
給
要
件　

申
請
時
に
２

年
以
内
に
離
職
し
た
方
及
び　
６５

歳
未
満
の
方
、
離
職
前
ま
た
は

申
請
時
点
で
主
た
る
生
計
維
持

者
で
あ
る
方
、
就
労
能
力
及
び

就
労
意
欲
が
あ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
申
込
み
を
行
う
方
、

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
ま
た

は
喪
失
す
る
恐
れ
が
あ
る
方
、

原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
若

し
く
は
収
入
が
あ
る
場
合
で
同

居
の
世
帯
合
計
の
月
額
収
入
が

次
の
①
〜
③
の
金
額
以
下
で
あ

る
方
①
単
身
世
帯
は
八
万
四
、

〇
〇
〇
円
＋
家
賃
額
（
支
給
限

度
額
）
②
２
人
世
帯
は
一
七
万

二
、
〇
〇
〇
円
③
３
人
以
上
の

世
帯
は
一
七
万
二
、
〇
〇
〇
円

＋
家
賃
額
（
支
給
限
度
額
）、生

計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の

預
貯
金
が
次
の
盧
・
盪
の
金
額

以
下
で
あ
る
方
盧
単
身
世
帯
は

　

万
円
盪
複
数
世
帯
は　

万
円

５０

１００

／
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
間
。

た
だ
し
、
一
定
要
件
に
よ
り
、

各
３
か
月
間
を
限
度
に
延
長
・

再
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

／
支
給
額　

次
の
額
を
上
限
と

し
て
家
賃
の
実
費
分
に
つ
い
て

支
給
し
ま
す
。
単
身
世
帯
は
五

万
三
、
七
〇
〇
円
、
複
数
世
帯

は
六
万
九
、
八
〇
〇
円
／
生
活

福
祉
課
・
内
線
１
１
１
６
ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
〜
北
多

摩
西
部
消
防
少
年
団
員
に
な
り

ま
せ
ん
か

　

消
防
少
年
団
は
、
少
年
少
女

が
防
火
防
災
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
身
に
つ
け
、
規
律
あ
る

団
体
生
活
や
奉
仕
活
動
を
通
じ
、

社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守

り
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
責

任
感
の
あ
る
大
人
に
育
つ
よ
う
、

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
は
毎
月
１
回
以
上
、
規
律

訓
練
、
消
火
訓
練
、
応
急
救
護

訓
練
、夏
季
野
外
活
動
等
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
平
成　
２６

年
４
月
か
ら
小
学
校
３
・
４
年

生
に
な
る
児
童
／
募
集
人
員　

数
名
程
度
／
応
募
期
限　

３
月

　

日
貊
／
北
多
摩
西
部
消
防
署

１４�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

■
体
育
協
会
〜
歩
こ
う
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

３
月
７
日
貊
の
間
に
、
希
望
の

コ
ー
ス
を
市
民
体
育
館
�　

―
０４２

　

―
３
５
３
８
へ
（
月
〜
金
曜

５６６日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）。

■
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ

エ
ル
カ
ム
講
演
会
「
い
の
ち
を

守
る
〜
自
死
予
防
を
考
え
る
〜
」

　

３
月　

日
豺
午
後
２
時
〜
４

１０

時
／
社
会
福
祉
協
議
会
／　

人
４０

（
申
込
順
）
／
無
料
／
講
師　

佐
藤
毅
氏
、
後
藤
三
樹
子
氏

（
共
に
東
京
司
法
書
士
会
）
／

申
込
み　

地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ウ
エ
ル
カ
ム
�　

―　

―

０４２

５６４

０
８
９
１
へ
。

■
商
工
会
〜
確
定
申
告
個
別
相

談
会

　

２
月　

日
〜
３
月
７
日
の
月

１７

・
水
・
金
曜
日
、
３
月　

日
豺

１０

〜　

日
貊
午
前　

時
〜
正
午
、

１４

１０

午
後
１
時
〜
４
時
／
商
工
会
館

／
持
ち
物　

印
鑑
、
電
卓
、
筆

記
用
具
、
平
成　

年
の
決
算
書

２４

・
申
告
書
の
控
え
、
売
上
と
費

用
の
集
計
表
や
帳
簿
類
（
集
計

は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）、

控
除
証
明
書
や
領
収
書
な
ど

〔
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
、

国
民
年
金
（
１
月
〜　

月
分
）、

１２

生
命
保
険
、
損
害
保
険
、
医
療

費
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
〕、
そ

の
他
必
要
書
類
／
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
／
申
込
み　

商
工
会
�　

―　

―
１
１
３
１

０４２

５６２

へ
。

������������������������������������

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストアで納付できます／問合せ　納税課・内線 1044 まで

完
歩
で
き
る
体
力
の
あ
る
方 

（
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）
／
３

月
９
日
豸
（
雨
天
の
場
合
は　
１６

日
豸
、
さ
ら
に
雨
天
の
場
合
は

　

日
豸
に
順
延
し
ま
す
）
／
集

２３合
・
出
発　

午
前
９
時
に
中
央

公
民
館
前
広
場
集
合
、
９
時　
３０

分
出
発
／
コ
ー
ス　

多
摩
湖
周

回
コ
ー
ス
（
約　

㎞
）、
中
堤
防

１６

コ
ー
ス（
約　

㎞
）／
到
着
制
限

１１

時
間　

午
後
２
時　

分
／　

人

３０

５００

（
申
込
順
）
／
無
料
（
食
べ
物
等

は
各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

／
主
催　

東
大
和
市
体
育
協
会

／
詳
細
は
２
月　

日
豺
発
行
の

１７

「
体
協
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
申
込
み　

２
月　

日
豺
〜

１７

戦没者等の妻・父母等の皆さんへ
　　特別給付金の請求を受け付けています
【継続支給】
�対象　戦没者等の妻に対する特別給付金「第二十二
回特別給付金い号」、戦没者の父母等に対する特別給付
金「第二十四回特別給付金い号」を受給していた、ま
たは受給権のあった方で、平成 25年 4月 1日におい
て公務扶助料・遺族年金等を受ける権利を有している
戦没者等の妻・父母等の方
�請求期限　平成 28年 6月 13日
�対象　戦没者等の妻に対する特別給付金「第十七回
特別給付金り号、第十回特別給付金そ号、第四回特別
給付金ね号、特別給付金よ号」を受給していた、または
受給権のあった方で、平成 25年 10月 1日公務扶助料
・遺族年金等を受ける権利を有している戦没者等の妻
�請求期限　平成 28年 9月 30日
【移行】
�対象　「第十八回・第二十回特別給付金」の受給権
があった方で、平成 15年 4月 1日～平成 18年 9月
 30日の間に、戦傷病者である夫が公務または勤務に
関連した傷病で亡くなられた方
�請求期限　平成 28年 9月 30日
【新規】
�対象　平成 15年 4月 1日～平成 25年 3月 31日の
間に、夫が先の大戦における公務または勤務に関連し
た傷病で亡くなられたことにより、公務扶助料等の受
給権を有することとなった方、子または孫が死亡した
ことにより平成 25年 4月 1日において公務扶助料等
を受ける権利を有し、かつ死亡した者の死亡当時に死
亡した者以外に子も孫もなく、平成 25年 9月 30日
までの間に子も孫も有するに至らなかった戦没者の父
母等の方
�請求期限　平成 28年 9月 30日
�申請・問合せ　福祉推進課（市役所 2階）・内線 1132
まで。

健康は「お口」から！　
　医食同源とは、病気を治すのも日常の食
事をするのも、ともに健康を保つために欠
かせないことで、源は同じだという考えで
す。食生活は健康に密接に関わっています。
食事の基本である、よく 噛 むということを

か

考えてみたいと思います。よく噛むことは、
次のような効能があります。
①よく噛むと 唾  液 とよく混ざり、消化吸収

だ えき

を促進します。
②食中毒を予防します。よく噛むと食物が
細かくなり、胃酸による殺菌効果が発揮さ
れやすくなります。
③がんを予防します。発がん性物質を唾液
に ３０秒間つけておくと、発がん性が数１０
分の１になります。
④ダイエット効果があります。よく噛むと
満腹中枢が刺激されて少量の食事でも満
腹感が得られます。
⑤よく噛むと、しっかりとした 歯槽  骨 （歯

し そ う  こつ

を支える骨の一部）・歯周組織を育てるこ
とができます。
⑥噛むことにより脳の血液の流れが増加
し、脳細胞が刺激されます。
　正しい食習慣は、子どもの時からのしつ
けがとても大切です。小さいお子さんのい
るご家庭では、まず大人の方が手本を見せ、
繰り返し教えてあげましょう。そして少し
でもできればほめてあげましょう。
　歯科医師会では、８０２０運動を推進して
います。これは、８０歳で２０本以上の自分
の歯を保ちましょうという運動です。２０本
以上のしっかりした歯が残っていれば、食
生活にほぼ満足することができると言わ
れています。丈夫な歯をたくさん保ち、生
涯おいしく食生活を楽しみたいものです。
　また、市では毎年４０歳、５０歳、６０歳、７０歳
の方を対象に、歯周疾患検診を無料で行っ
ています。よく噛める健康なお口を保つた
めに、痛くなる前に定期検診を受けましょ
う。　　一般社団法人東大和市歯科医師会



市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 4 ・ 2 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

 

●オペレッタ「ボッカッチョ」
　３月１日貍午後２時開演／
大ホール　全席自由／一般
１,０００円（友の会９００円）
　「恋はやさし野辺の花よ」
などの名曲がちりばめられた、
スッペ作曲の傑作オペレッタ
です。公募による合唱メンバ
ーとプロの歌い手さんたちで、
一緒に舞台を創りあげます。
日本語で上演します。

チケット販売中の自主事業

●文楽を知る・ 愉 しむ　出前
たの

公演《文楽のいろは》
　２月２５日 貂午後２時開演／
小ホール　全席指定／一般
２,５００円（友の会２０００円）／演
目　「伊達娘恋 緋 

ひ

 鹿子 」～火の
が の こ

 見櫓の 段～　ほか
やぐら

●東大和市民合唱団「第九を
歌う会」第１４回演奏会
　３月１６日 豸午後２時開演／
大ホール　全席自由／３,000円
／出演　時任康文（指揮）、佐
藤優子（ソプラノ）、東京都交
響楽団団友会オーケストラ
（管弦楽）、東大和市民合唱団
「第九を歌う会」（合唱）、藤
牧正充（合唱指揮）／曲目
ジョン・ラター「マニフィカ
ート」、「グローリア」

 

● ピアノっておもしろい
　２月２２日 貍午後３時開演／
小ホール　全席自由／参加費
無料
　演奏家、教育者として国際
的な活動を続ける牧野 氏を

参加者募集中

講師に迎え、ピアノの奥深い
おもしろさを、時にピアノを
駆使して解説する、音楽ファ
ン必聴の講演会です。申込み
をしなくても、当日参加もで
きます。

 

●打楽器de音楽の世界
　２月２６日 貉正午開演／入場
無料／曲目　菅野よう子「花
は咲く」、ヨハン・シュトラウ
スⅡ世「ピッチカート・ポル
カ」　ほか／出演　山内創一
朗、福岡高次、三宅優

 

　市民を対象とした施設利用
申込みの調整会議は、３月１
日 貍午後１時３０分から事務室
で行います。

ロビーコンサート

３月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
と
し
て
「
口
座
振
替
に
よ
る

二
年
前
納
」
が
始
ま
り
ま
す

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
ま
と

め
て
前
払
い
す
る
と
割
引
に
な

る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す

が
、
平
成　

年
４
月
末
日
の
口

２６

座
振
替
分
よ
り
、
割
引
額
の
よ

り
大
き
な
二
年
前
納
が
、
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

《
二
年
前
納
（
口
座
振
替
）
の
メ

リ
ッ
ト
》

①
２
年
間
で
一
万
四
、
〇
〇
〇

円
程
度
の
割
引
と
な
り
ま
す

（
※
）。

②
二
年
前
納
分
の
全
額
が
、
そ

の
年
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

③
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

二
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み

ご
利
用
が
可
能
で
す
（
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
お
支
払
い

も
で
き
ま
せ
ん
）。

　

申
込
期
限
は
２
月
末
日
ま
で

で
す
。

　

詳
し
い
問
合
せ
、
申
込
み
は

立
川
年
金
事
務
所
で
承
り
ま
す
。

※
割
引
額
は
、
平
成　

年
度
の

２５

保
険
料
額
に
よ
る
推
計
で
す
。

平
成　

年
度
の
保
険
料
額
の
確

２６

定
は
、
平
成　

年
２
月
に
予
定

２６

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

　

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方
）
に
扶
養
さ
れ
て
い

る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
配
偶

２０

６０

者
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
勤

務
先
を
経
由
し
て
、
第
３
号
被

保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、 国
民
年
金
保
険
料
は
、

第
２
号
被
保
険
者
が
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
が
負
担
す
る
た

め
、
ご
自
身
で
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保

険
者
が
会
社
を
退
職
し
た
と
き
、

ま
た
、
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

↓
市
役
所
保
険
年
金
課
に
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

�
第
３
号
被
保
険
者
の
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
↓
配
偶
者
の
勤

務
先
へ
変
更
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　　
■
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日
は

１５

午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

ハミングホール 
東大和市民会館 

受付時間：午前9時～午後7時 
042-590-4411

申込対象月施設名
平成２７年３月大・小ホール
平成２６年９月その他の施設

�������������������������������������������������

守り伝える
　

　昨年６月、富士山が、世界遺産の中の文化遺
産として登録され、多くの人の心に喜びをもた
らした事と思います。日本の世界遺産は、北海
道から沖縄まで1 7 件になりました。人類共通
の宝物が日本にまた１つ増えたという事は「大
切に守っていかなくてはいけないものが増え
た」という事です。責任重大ですね。
　私たちの東大和市にも、守り、未来へ伝えて
いく財産があるのでは？と思い、調べてみるこ
とにしました。
　昭和 51年早春、多摩湖（村山貯水池）の水
がぬかれたのを機に行われた多摩湖遺跡群の発
掘調査により、約二万年前の石器が発見され、
その頃から狭山丘陵には祖先の暮らしがあった
事がわかりました。市教育委員会発行の「東や
まとの文化財」の中に遺跡名、所在地、遺跡の
時代の表があります。中世室町期の建築である
「豊鹿島神社本殿」は、東京都指定文化財（都
重宝）とされています。同じ頃でしょうか「板
碑」と呼ばれる信仰を示す文化財も残っていま
す。近世になり、江戸幕府が開かれると、狭山
丘陵は、尾張徳川家の「御鷹場」になるなど幕
政の影響も受けました。東大和市指定文化財（市
重宝）の「徳川氏御朱印状」が清水の三光院に
残っていたり、幕府の命令・通達を住民に知ら
せるために建てられたと思われる「蔵敷高札場」
は、東京都指定文化財（都旧跡）とされ、記念
碑が建立されています。江戸時代以降の文化財
は多く残っているようです。
　こうして調べてみると、それとは知らずに重
要な文化財に出会っていた事に驚きました。失
ってしまったものを元に戻すことはできません
が、祖先の残してくれた豊かな自然の恵みを受
けながら、今ある貴重な財産を守り、未来へ伝
えていくことはできるはずです。
　お茶の香りと多摩湖の水も、 櫓太     鼓も村山絣

やぐら

も、狭山大和のわしらが自慢なのです。
　（平成25年度市民記者　氏井直美）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

　市では、催し物・教育・高齢者・健康に 

関する情報をメールマガジンで配信して 

います。配信を希望する方は、市のホーム 

ページからご登録ください。 
　問合せ　秘書広報課・内線1412まで。 

メールマガジンをご利用ください 
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さ お り▲前回上演の「メリーウィドウ」
　から

かすり


